
神奈川県精神医学会

第１７１回例会

２０２０年２月１５日（土）

１３時３０分－

会場：AP横浜駅西口

学会事務局：横浜市立大学医学部精神医学教室内

〒236-0004 横浜市金沢区福浦３-９



学会に関するお問い合わせは，
会場ではなく，神奈川県精神医学会事務局までお願いします。
事務局：横浜市立大学医学部精神医学教室内
電話：045－787－2667  FAX：045－783－2540
担当：浅見

会場：AP横浜駅西口
横浜市西区北幸２－６－１ 横浜APビル４階
(※ビル１階はスターバックスコーヒーです)
TEL ０４５－４１１－５１０９（代表）

★交通アクセス★
JR東海道線・JR京浜東北線・JR横須賀・総武線「横浜」駅西口徒歩6分
横浜市営地下鉄「横浜」駅徒歩約3分・東急東横線・みなとみらい線「横浜」駅徒歩約6分，
相模鉄道線「横浜」駅徒歩約5分，京浜急行線「横浜」駅徒歩約6分

学会員の方は参加費無料です。受付けをお済ませの上，ご参加ください。
非会員の方は，学会参加費(1000円)を受付けの際にお支払いください。

本学会は日本医師会生涯教育講座認定学会です。
ご希望の方には受付にて，参加証をお渡し致しますのでお申し出下さい。

本学会では，精神科専門医制度の単位は取得できません。予めご了承くださいますようお願いいたします。

演題発表用の資料は，Micro1soft PowerPointで作成したファイルのみ，お受けいたします。
電子ファイルは一般演題1 演者の方は13：00, 一般演題2 演者の方は 14：00に受付へお持ちください。

演題発表時にはCOI（conflict of interest）に関して, 開示をお願い致します。
当日の発表用スライドに、下記URLの基準（日本精神神経学会のHP）をご参照の上,
明示をお願い致します。
【 https://www.jspn.or.jp/modules/about/index.php?content_id=22 】

併せて当日までに神奈川県精神医学会誌掲載用の抄録（８００字以内）を電子ファイルでご提出ください。
【 提出先E-mailアドレス ： kanasei@yokohama-cu.ac.jp 】

一般演題はプレゼンテーション ８分，質疑 ２分です（時間厳守）。
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一般演題 （１３時３０分－）

座長： 高橋 雄一 (横浜市立大学市民総合医療センター・精神医療センター)

1. 著しい血小板減少をきたした神経性やせ症の１例

山本浩世，吉田晴久，千葉直子，西田拡人，浅見剛，菱本明豊

横浜市立大学精神医学教室

2. ラコサミドがバルプロ酸ナトリウムの血中濃度に影響を及ぼした１例

大石泰史１），宮内雅利１），戸井田真木１），淺井由季２），新井めぐみ１），野本宗孝１），

六本木知秀１），高橋雄一１）

１） 横浜市立大学附属市民総合医療センター 精神医療センター

２） 横浜市立大学附属市民総合医療センター 薬剤部

3. うつ病の身体化症状に鍼灸が奏功した１例

上平悠真，伊津野拓司

神奈川県立精神医療センター

4. ５年以上にわたる難治性うつ病エピソードにmECTが奏功した１例

林伸紀１，２），森脇久視１）

１） 神奈川県立精神医療センター

２） 横浜市立大学精神医学教室

5. 適応障害における自傷行為と幼少期の関連性

斎藤知之

よりどころメンタルクリニック横浜駅西口
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6. 向社会的行動とうつ傾向の関係性について

後藤 楓，石井雄吉

明星大学心理学部

7. 児童思春期の性別違和感とメンタルヘルスの関係性について

金澤さやか，藤田純一，中村智朗

横浜市立大学附属病院児童精神科

8. 児童神経性やせ症における体重変化に伴う脳構造の変化

加藤南実１），浅見剛１），小西潤１），六本木知秀１），野本宗孝１），青山久美１） ，

平安良雄１,２），菱本明豊１）

１） 横浜市立大学精神医学教室

２） 平安病院

特別講演 （１５時００分－）

座長： 須田 顕 (横浜市立大学医学部精神医学)

「精神科における生物学的研究の意義～自殺予防の視点から～」

横浜市立大学学術院医学群医学部 精神医学教室

主任教授 菱本 明豊


